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ご意見・ご要望を
お寄せください。

■ 

ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
援
助
と 

　
　
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
を
幅
広
く

　

４
月
か
ら
高
齢
者
へ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、「
足
が
不
自
由
で
行
け
な

い
」「
予
約
が
で
き
ず
、
こ
の

世
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
気
持

ち
」
と
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
望

ん
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い

方
々
の
訴
え
を
多
く
伺
い
ま
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
方
が
安
心
し
て
接
種
で
き

る
よ
う
、
県
が
移
動
支
援
の
援
助
を
行
う
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。

　

ま
た
、
学
校
や
保
育
所
な
ど
で
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
が

増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
重
症
化
リ
ス
ク
の
低
か
っ
た

１０
代
を
は
じ
め
と
す
る
若
年
層
に
変
異
株
の
感
染
が
広

が
っ
て
い
る
た
め
、
感
染
封
じ
込
め
の
た
め
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
対
象
を
広
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

陽
性
者
が
１
人
で
も
出
た
施
設
で
は
、
施
設
の
全
員
を

対
象
と
し
た
集
中
検
査
を
必
ず
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
第
２
回
定
例
会
が
５
月
１７
日
～
７
月
１３
日
の
日
程
で

開
催
さ
れ
、
補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
６
月
２１
日
、
上

野
た
つ
や
県
議
が
代
表
質
問
に
立
ち
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
視
点
か
ら
見
た
ケ
ア
労
働
、
国
民
監
視
を
強
め
る
土
地

利
用
規
制
法
の
問
題
な
ど
を
質
し
ま
し
た
。

■
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
視
点
か
ら
見
た 

　
　
　
　
ケ
ア
労
働
の
課
題
に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
医
療
、
介
護
、
障
が
い
福
祉
、
保

育
な
ど
の
ケ
ア
労
働
が
な
け
れ
ば
、
私
た
ち
は
社
会
生
活

を
送
れ
な
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
志
社
大
学
大
学
院
の
岡
野
八
代
教
授
な
ど
専
門
家
の

方
々
が
語
る
よ
う
に
、「
ケ
ア
は
、
家
庭
内
で
主
に
女
性

が
担
っ
て
き
た
専
門
性
の
必
要
な
い
も
の
で
あ
り
、
ケ
ア

に
関
わ
る
労
働
は
誰
に
任
せ
て
も
同
じ
で
あ
る
」
と
い
う

考
え
方
が
根
底
に
根
強
く

残
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
結

果
、
処
遇
も
低
く
抑
え
ら
れ

て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

問
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
の

か
ど
う
か
、
知
事
の
認
識
を

伺
い
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
ケ
ア
労
働
の
処

遇
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題

と
い
う
よ
り
、
他
職
種
よ
り

上野県議
代表質問

■従事者の構成比(％)

職　種 女性 男性

保育士

福祉施設介護員

ホームヘルパー

■勤続年数(平均)と月額賃金(平均)

勤続年数 賃金（円） 勤続年数 賃金（円）

保育士 7.9年 6.2年

福祉施設介護員 7.3年 6.8年

ホームヘルパー 7.7年 6.2年

職　種
男性女性

福祉職は女性の比率が
圧倒的に高い

女性は男性より勤続年
数が長いが賃金は低い

勤
続
年
数
が
短
い
こ
と
な
ど
が
課
題
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

ケ
ア
労
働
者
に
女
性
が
多
く
、
勤
続
年
数
が
短
い
理
由

は
な
ぜ
な
の
か
を
考
え
て
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
と
し
て

認
識
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
を
問
い
直
さ

な
い
と
、ケ
ア
労
働
の
本
当
の
意
味
で
の
処
遇
改
善
は
で

き
な
い
と
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
視
点
で
の
制
度
改
善
を

求
め
ま
し
た
。

■ 

住
民
の
権
利
を
侵
害
、
監
視
社
会
に

繋
が
る
土
地
利
用
規
制
法
は
廃
止
に

　

こ
の
法
律
は
、
住
民
に
必
要
な
生
活
関
連
施
設
や
、
基

地
周
辺
な
ど
を
注
視
区
域
に
指
定
し
、
施
設
の
機
能
を
阻

害
す
る
行
為
が
あ
る
か
ど
う
か
利
用
状
況
を
調
査
す
る
も

の
で
、
ど
こ
で
も
住
民
が
監
視
対
象
に
さ
れ
ま
す
。

　

米
軍
基
地
な
ど
の
周
辺
を
「
特
別
注
視
区
域
」
に
指
定

し
、
土
地
売
買
に
事
前
届
け
出
を
義
務
づ
け
、
応
じ
な
け

れ
ば
刑
事
罰
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

外
国
資
本
に
限
ら
ず
、
私
た
ち
国
民
も
調
査
対
象
と
さ

れ
て
お
り
、国
民
を
監
視
し
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
や
財
産
権

な
ど
を
脅
か
し
ま
す
。

　

本
県
は
沖
縄
に
次
ぐ
基
地
県
で
、
司
令
部
機
能
を
持
っ

た
基
地
が
集
中
し
て
お
り
、
多
く
の
県
民
の
生
活
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
県

と
し
て
、
廃
止
を
求
め
る
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

●�

そ
の
ほ
か
、
個
人
情
報
保
護
に
関
わ
る
デ
ジ
タ
ル
改
革

関
連
法
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
被
害
者
を
出
さ
な
い
た
め
の

対
策
、
子
ど
も
の
人
権
を
尊
重
し
た
校
則
の
見
直
し
な

ど
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

ケ
ア
労
働
の
課
題
、
土
地
利
用
規
制
法
を
質
し

ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
援
助
を
求
め
る

共
生
社
会
推
進
特
別
委
員
会

■
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
の
再
生

　

今
年
７
月
２６
日
で
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
の
事

件
か
ら
５
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
８
月
か
ら
は
新
た
な
津
久
井
や
ま

ゆ
り
園
が
、
そ
し
て
１２
月
か
ら
は
横
浜
市
芹
が
谷
で
芹
が
谷
や
ま
ゆ

り
園
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

■
専
門
的
な
職
員
の
確
保
と
育
成
、
体
制
の
強
化
を

　

悲
し
い
事
件
の
後
、
や
ま
ゆ
り
園
の
運
営
に
つ
い
て
も
不
適
切
な

点
や
虐
待
の
疑
い
事
例
が
報
告
さ
れ
る
な
ど
多
く
の
課
題
が
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
当
事
者
の
意
思
決
定
支
援
を
重
視
し
た
こ
れ
か
ら
の
障
が

い
者
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
職
員
に
は
高
い
専
門
性
が
求
め
ら

れ
る
た
め
、
人
材
の
確
保
と
育
成
、
チ
ー
ム
で
支
援
に
あ
た
る
た
め

の
体
制
の
強
化
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　

７
月
９
日
、
蔓
延
防
止
等
重
点
措
置
に
関
わ

る
補
正
予
算
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
、

補
正
予
算
案
に
関
連
し
、
酒
類
提
供
の
条
件
で

あ
る
「
マ
ス
ク
飲
食
実
施
店
認
証
制
度
」
を
、

同
時
に
協
力
金
受
給
の
条
件
と
し
ま
し
た
。

　

認
証
制
度
は
９
つ
の
取
組
み
を
求
め
て
お
り
、
と
り
わ
け
困

難
な
の
が
、
マ
ス
ク
飲
食
に
協
力
し
な
い
客
に
「
入
店
遠
慮
」

や
「
早
期
退
店
」
を
求
め
る
行
為
で
す
。「
客
に
こ
ん
な
こ
と
は

求
め
ら
れ
な
い
」
と
、
困
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

疲
弊
し
た
飲
食
店
等
に
対
し
、
実
効
性
が
弱
く
確
認
が
困
難

な
制
度
を
持
ち
込
み
、
受
給
の
条
件
と
す
る
の
で
は
な
く
、
協

力
金
制
度
の
拡
充
こ
そ
図
る
べ
き
で
す
。

　

以
上
の
点
か
ら
、
協
力
金
自
体
は
必
要
で
す
が
、
弊
害
が
大

き
い
こ
の
仕
組
み
を
変
え
る
こ
と
を
求
め
、
共
産
党
県
議
団
は

反
対
し
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
・
検
査
・
医
療
体
制
支
援
の
充
実

な
ど
、
総
合
的
な
感
染
症
対
策
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
中
止
を
国
に
求
め
る
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

◆
こ
の
後
、７
月
１２
日
か
ら
は
酒
類
提
供
は
全
面
停
止
と
な
り
、

急
激
な
感
染
拡
大
の
も
と
、
８
月
２
日
か
ら
は
緊
急
事
態
宣
言

の
発
令
に
至
り
ま
し
た
。

社
会
問
題
対
策
特
別
委
員
会

■�

県
教
委
、
１２
月
に
特
別
支
援
学
校
の
設
置
基

準
を
指
針
に
示
す
計
画

　

特
別
支
援
学
級
の
み
設
置
基
準
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
過
大
規

模
化
し
、
教
室
不
足
が
全
国
二
位
の
神
奈
川
県
。
国
が
初
め
て
校
舎

な
ど
の
面
積
、
一
学
級
の
生
徒
数
や
教
諭
の
配
置
数
等
の
設
置
基
準

案
を
作
成
し
、
基
準
を
確
定
次
第
、
県
は
基
準
を
超
え
た
既
存
校
へ

の
対
応
も
検
討
し
、
３
月
に
策
定
し
た
指
針
に
修
正
す
る
と
答
弁
。

■
受
け
入
れ
枠
超
過
の
川
崎
南
部
、
横
浜
東
部
に
新
設
も
検
討

　

県
教
委
は
、
受
け
入
れ
枠
限
界
の
川
崎
南
部
と
横
浜
東
部
に
県
立

特
別
支
援
学
校
の
新
設
や
既
存
校
の
増
改
築
な
ど
を
検
討
し
、
小
学

校
か
ら
高
等
部
ま
で
の
知
的
障
害
教
育
部
門
、
肢
体
不
自
由
教
育
部

門
の
受
け
入
れ
枠
を
拡
大
す
る
と
答
弁
。

補正予算に対する反対討論

井坂しんや県議石田和子県議君嶋ちか子県議

住民が監視対象
とされる区域

石田 石田 和子和子
  県会議員   川崎市高津区



文　教
常任委員会

大山奈々子県議

建設・企業
常任委員会

井坂しんや県議

産業労働
常任委員会

君嶋ちか子県議

厚　生
常任委員会

上野たつや県議

環境農政
常任委員会

石田 和子 県議

常任委員会での ～主な取り組み～

現
場
の
声
と
実
態
を
お
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

例
年
夏
は
、
集
中
的
に
県
内
諸
団
体
に
懇

談
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
懇
談
会
場
に
は

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
感
染
防
止
対
策
も
講
じ

て
、
今
年
は
３９
団
体
に
要
請
し
、
26
団
体
に
応
じ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
諸
課
題
に
加
え
て
コ
ロ
ナ
禍
な
ら
で
は
の
問
題
も
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
県
民
要
望
を
受
け
と
め
、
県
政
の
改
善
に
つ

な
げ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

［
懇
談
団
体
］
平
和
、
保
育
、
教
育
、
青
年
、
女
性
、
労
働
組
合
、

医
療
、介
護
、福
祉
・
障
が
い
、産
業
・
業
者
、消
費
者
、士
業
、他

● 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
と
早
急

な
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

　

４
月
2７
日
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
封
じ
込
め
の
た
め
の
大
規
模
な
検

査
の
実
施
と
早
急
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
求
め
る
緊
急
要
望
」、「
生

理
用
品
の
無
償
配
布
と
相
談
環
境
の
整
備
を
求
め
る
要
望
書
」
の

２
つ
の
要
望
書
を
提
出
。

● 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

に
よ
る
感
染
防
止
を

　

コ
ロ
ナ
感
染
が
拡
大
す
る
中
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
伴
う
行

事
や
イ
ベ
ン
ト
に
関
し
、
党
県
委
員
会
と
と
も

に
６
月
７
日
に
知
事
に
要
望
書
を
提
出
。

　

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
聖
火
リ
レ
ー
、
子

ど
も
た
ち
の
観
戦
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
の
中
止
等
を
求
め
、
県
は
こ
れ

ら
の
行
事
を
中
止
・
縮
小
し
ま
し
た
。

団体
懇談

■夜間中学について
　来年４月に開校する県内3
校目の夜間中学は、相模原市
立ではありますが、入学対象
はほぼ全県です。
　県の財政支援と、給食の提
供や就学支援の対象にするこ
となど、充実を求めました。

■デジタル教科書について
　電磁波などの健康被害を懸
念する保護者に配慮し、実証
事業対象校の開示、諸費用負
担の明確化、保護者に財政負
担を強いることがないよう、
要求しました。

■教科書採択について
　横浜市などの異例の再採択
に、政治的圧力を懸念する声
があります。採択の透明性確
保を求めました。

■�県営住宅の住民サービス維
持に向けたモニタリングを

　来年４月から全ての県営住
宅を東急ミュニティーが管理
しますが、管理料を県の設定
価格より20％節減する提案で
した。
　管理料の大半は人件費であ
り、節減は住民サービスの低
下が懸念されます。
　県に管理状況の把握を強化
するよう求めました。
■�住民・県民の要望に応える
県営住宅の余剰地の活用を

　県は老朽化した県営住宅の
建替えを進めていますが、Ｐ
ＦＩ方式で行うため、県有地
の余剰分を事業者に売り払い
ます。余剰地は県民財産であ
るため、住民や県民の要望に
応えた土地活用を図るよう、
県に求めました。

■月次支援金の受付について
　コロナの影響を受けた中小
企業等が受給できる月次支援
金は、商工会議所などの事前
確認が必要です。ところが、
商工会議所は非会員を受け付
けないところが多く、手続き
を諦める事業者が出ています。
　公的な役割を担い県補助金
も出ている商工会議所は、会
員・非会員の区別なく受け付
けるよう、県が働きかけるこ
とを求めました。

■合同就職面接会について
　就職氷河期世代への支援と
して行う合同就職面接会につ
いて、正規雇用を望む求職者
の意向に沿った求人を募るよ
う、県に求めました。

●県はいずれも了承。

■「生理の貧困」・女性支援拡充
　これまで県議団が求めてき
た、生理の貧困への支援が実
現しました！
　コロナ禍で生活が困窮し、
孤独・孤立を抱える女性への
相談やアウトリーチ型（働き
かけ型）の支援を、ＮＰＯ団
体と連携して実施することが
決まりました。
　相談支援だけでなく、生理
用品の無償配布も実施される
とのことで、何度でも利用可
能です。
　県内のフードバンク事業と
の連携も予定され、幅広く支
援の手が行き届くことが期待
されます。
●そのほか、ワクチン接種を
行う医療機関への協力金支給
や、自宅療養者への地域医療
の拡充を求めました。

■�脱炭素社会に向けてプラス
チック汚染問題

　2018年度の県内の廃棄物部
門の排出量が13年度より11．2％
増加したのは、一般廃棄物中
のプラごみの比率が増えたこ
とによるものであり、プラス
チックの焼却量の増加も明ら
かに。
■製造者責任を明確に
 プラごみが河川や海を汚し
ていると主張し、今後、県の
計画や条例の改正において、
プラスチックは極力製造しな
い、使わない、燃やさないと
いうことを基調にすることを
求めました。

●そのほか、環境省が行なっ
た有害大気汚染物質調査結果
に関して、ナラ枯れ対策につ
いて質問しました。

〈井坂新哉県議〉
○議会運営委員会委員
○建設・企業常任委員会委員
○共生社会推進特別委員会委員

〈君嶋ちか子県議〉
○産業労働常任委員会委員
○予算委員会理事
○政務活動費連絡会委員

〈大山奈々子県議〉
○文教常任委員会委員
○新型コロナウイルス感染症対策
　特別委員会委員
○広報小委員会委員
○議員定数等検討委員会委員

〈石田和子県議〉
○環境農政常任委員会委員
○社会問題対策特別委員会委員
○県社会福祉審議会委員

〈上野たつや県議〉
○厚生常任委員会委員
○予算委員会委員
○議会改革検討会議委員

共産党県議団の
今期の担当部署

主な意見書の採択状況および主な請願・陳情の審査結果
■全会一致で可決した常任委員会提出の意見書（案）
　○プラスチックに係る資源循環の促進等に関する意見書（案）
　○看護職員の確保に向けた継続的な支援拡充を求める意見書（案）
　○コロナ禍における更なる失業者対策を求める意見書（案）

■残念ながら否決された共産党提出の意見書（案）
　○東京オリンピック・パラリンピック開催の中止を含めた検討を求める意見書（案） 〈共産党のみ賛成〉
　○ＬＧＢＴの差別解消に関する法律の成立を求める意見書（案）〈共産党・ネットのみ賛成〉
　　（※）野党共闘（５党１会派）で国会に提出した法案です　
　○後期高齢者の医療費窓口２割負担化の凍結を求める意見書（案）〈共産党のみ賛成〉

意
見
書（
案
）

請
願
・
陳
情

請願の件名 審査結果 共
産
自
民
立
民
公
明
県
政
民
主
わ
町
大
志
神
ネ

委員会等の終了後、傍聴者に配付された資料を持ち帰ることが
出来るようにすることを求める請願 不採択 ○ × × × × × × × ×
政務活動費の事務所費について賃貸借契約書のコピーを証拠書
類として支出伝票に添付することを求める請願 継続審査 ○ △ △ △ △ △ △ △ △

［注］請願は本会議での採決結果

陳情の件名 審査結果 共
産
自
民
立
民
公
明
県
政
民
主
わ
町
大
志
神
ネ

新型コロナウイルス感染症ワクチン接種が広範囲に実施されるにあたり、
接種者が安心して受けられるための十分な財政支援を国に求める陳情 継続審査 ○ △ △ △ △ △
２０３０年温室効果ガス削減目標引き上げに関する陳情 継続審査 ○ △ △ △ △
生徒（学生）の健康と学習権を守るために、生理用品の配付と
相談環境の整備を求める陳情 継続審査 ○ △ △ △

［注］陳情は付託委員会での採決結果　［／］印は付託委員会に所属していない会派

知事
申入れ
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